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● 県民の皆さんの安心・安全のために

● 神戸市赤十字奉仕団との交流研修会を開催

● 中播磨地区赤十字奉仕団員研修会

● 青少年赤十字提供プログラム

● 平成２５年度評議員会

● 第２回赤十字ふれあい広場in丹の里

● 赤十字救急法ミニ講習会を開催します！
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● 合同災害救護訓練を実施

赤十字
ひょ ごう の

６月１１日（火）、平成２５年度評議員会が開催されました。
平成２４年度の事業報告のあと「平成２４年度兵庫県支部一般会計及び
館内施設特別会計歳入歳出決算」について審議、それぞれ承認されました。
井戸支部長の挨拶では、「２１世紀に入り、世界的にも様々な地域で自
然災害が頻発しているが、人類的な課題として自然災害は避けられない
としても、いかに軽度で被害を押さえていくのか、またその被害からの復
旧復興をいかに早く進めていくのか、そのような意味で国際的な協力関
係をさらに深めていく必要があります。神戸には世界機関が防災関係を
中心に集まってきているので、この防災関係機関の総力を結集しながら
世界の災害に対しての対応をしたい、その一員としてこの支部もいると
いうことを認識いただけましたら幸いです」と述べられました。評議員会の様子

どんなことでもご相談ください！ 「くらしの保健室」

評議員会 平成２５年度評議員会

医療事業 第２回赤十字ふれあい広場 in 丹の里

６月２日（日）、柏原赤十字病院が地域での赤十字活動の一環として、丹波の
森公苑ホールで「第２回赤十字ふれあい広場 in 丹（まごころ）の里」を開催し、『病
気を予防する』、『障害を予防する』、『障害があっても豊かに暮らす』ことをテー
マに市民公開講座を行いました。「みんなで取り組む健康長寿のまちづくり～糖
尿病と障害を予防する～」と題した片山院長の基調講演に続き、特別講師とし
てお招きした西脇市立西脇病院木村副院長が『脳卒中の早期治療と予防～みん
なで取り組むＡＣＴ ＦＡＳＴ～』と題して講演され、２００人を超す聴講者は真剣に
聞き入り、「役に立ちました」などの感想が多く寄せられました。
また、並行して開催した救急法ミニ講習を始め健康生活支援講習や赤十字活
動紹介等の赤十字イベントへも沢山の方々が体験・見学されました。
今回、特別参加で会場内を盛り上げた『献血ちゃん』と丹波市のゆるキャラ『ちー

たん』は、記念写真の被写体としても大人気でした。

～あなたに救える生命があります～
「もしも、目の前で人が倒れたら…救急車が来るまでの間に、私
たちにもできること」人工呼吸や心臓マッサージ、ＡＥＤの操作法を、
練習用の人形を使って体験してみませんか。“大切ないのちを守る
正しい知識と技術”を、この機会に身につけてください。
ミニ講習の他に、赤十字活動の紹介パネルの展示や東日本大震
災の活動ビデオの上映も！ 皆さま、ぜひ体験にきてくださいね。

救急法等の講習

まごころ

まごころ赤十字救急法ミニ講習会を開催します！
知っていれば安心！！～心肺蘇生とＡＥＤの使い方～

開催日時 平成２５年７月２８日（日）１０：００～１６：００

開催場所 イオン伊丹昆陽ショッピングセンター１階　光の広場

参 加 費 無料（どなたでもご参加いただけます）



６月５日（水）、福井県坂井市赤十字奉仕団春江分団の３５名の
皆さんが県外研修のため兵庫県支部を訪問され、神戸市赤十字
奉仕団との交流研修会を開催しました。
交流研修会は神戸市赤十字奉仕団の７名の委員長等にご出席
いただき、「災害時の活動について」と題し、阪神・淡路大震災
時の被災体験や奉仕活動等について意見交換を行いました。
震災時に奉仕団が行った炊き出しなどの活動のほか、地震が
起きた時の様子、ライフラインが復旧するまでの生活の様子、
水や食料の備蓄が役立ったので日頃から災害等に備えておくこと
が大切であることなどが意見交換され、大変有意義な交流研修
会となりました。

警察署内に新たに設置されたＡＥＤ（西脇警察署）

避難所での救護班による巡回診療 救護所での傷病者の手当て

挨拶される
小林委員長

毛布を使った
搬送を体験　

震災時の体験を
話される神戸市
赤十字奉仕団の
皆さん

熱心に話を聞かれる
春江分団の皆さん

５月２５日（土）、洛西浄化センター（京都府長岡京市）と淀川河川公園大山崎地区で第１９回日本赤十字社第４ブロック
支部（近畿府県）合同災害救護訓練を実施いたしました。
災害想定を「光明寺・金ヶ原断層を震源とするマグニチュード6.8、震度６強の直下型地震が発生した５０時間後」とし、
実際の日本赤十字社救護班活動に則した訓練内容で、医療救護班は、多数の避難者を収容した避難所に救護班を併設し、
救護所の医療活動や避難所への巡回診療を実施し、傷病者対応、避難者のこころのケア対応を行いました。
また、避難所支援活動として、赤十字ボランティアセンターから派遣された防災ボランティアが避難所の行政担当者と
連携を取りながら、避難所のニーズ調査を行い、救援物資等の搬送を行いました。
今回の訓練目的は、ＣＳＣＡ（Ｃ：指揮と統制、Ｓ：安全、Ｃ：情報伝達、Ａ：評価）を主眼に置いた訓練とし、各府県支部救
護班、防災ボランティアと共に、現地災害対策本部、他機関（消防・警察・自衛隊等）、避難所行政担当者等との協働、
連携強化を図りました。

災害救護 合同災害救護訓練を実施

街角の赤十字 県民の皆さんの安心・安全のために

～直下型大地震を想定して! 発災時の相互支援と協力体制の充実・強化のために～

～「街角の赤十字」として県内の交番等に、救急医薬品・ＡＥＤを設置～

６月１５日（土）、大河内保健福祉センターで「中播磨地区赤十字奉仕団員
研修会」が開催され、約６０人の奉仕団員の皆さまが参加しました。
奉仕団員全員による信条朗読で始まり、小林中播磨地区赤十字奉仕団委
員長、北川中播磨地区長の挨拶に続き、各来賓者からの祝辞がありました。
研修会では、昨年に兵庫県支部が行った活動記録をまとめたビデオ上映

に続き、赤十字実技ミニ講習を行いました。
ミニ講習では、『毛布を使った搬送・保温の仕方』と『気道に物が詰まっ
た時の対応の仕方』、『パンストを使ったきずの手当の仕方』、『食事の介助・
勧め方』をそれぞれ体験していただきました。参加された団員の皆さんは「い
ざという時に役立つ知識を学べてよかった」と大変満足された様子でした。

青少年赤十字提供プログラムは、青少年赤十字加盟校に対し、
救急法や点字の体験、国内災害や海外救援のお話しを、赤十字
奉仕団などのご協力を得ながら学校へ訪問して、楽しく、分か
りやすく、お伝えします。
今年度も６月に入ってからは、学校行事でプールが始まること

もあり、先生方の一次救命処置の技術向上のため、また、保護
者と子どもたちが一緒に救命の話を聞き、心肺蘇生やＡＥＤの使
い方を覚えるといった学校が増えて
きました。
大切ないのちの守り方を学んだ

り、人のために自分にできることを
考えてみるために、赤十字の提供プ
ログラムをご利用ください。

赤十字奉仕団 神戸市赤十字奉仕団との交流研修会を開催

赤十字奉仕団 中播磨地区赤十字奉仕団員研修会

青少年赤十字 青少年赤十字提供プログラム５月２４日（金）、兵庫県警察本部で救急医薬品とＡＥＤ（自動体外式除細動器）
の設置委託式が行われ、日本赤十字社兵庫県支部事務局長から兵庫県警察本
部地域部長へ目録が手渡されました。
救急医薬品は、県内の交番に設置している救急箱への補充として渡される

ものです。救急箱は、当支部と兵庫県警との協働事業として、昭和３３年から「街
角の赤十字」として交通事故その他負傷者の応急手当に使用していただくた
め、県内警察署、交番等７５５ヶ所に設置しています。昨年度の活用事例としては、
けがをした子どもに絆創膏を、散歩中に転倒した老人に消毒を、交通事故よる
負傷の応急手当など４１３件の報告がありました。
また、ＡＥＤは２００４年７月から一般市民による使用が認められたことから、こ
れまでに県内の市役所や町役場等へ設置をしてきました。そして、２年前より
県内の警察施設への設置を開始、７カ年計画で合計１４０台の設置を行います。
これまで、但馬、丹波、淡路地域等の警察施設への３６台設置。今年度は、阪
神地域（神戸を除く）、東播磨地域、北播磨地域などへ２０台設置しました。
これからも、県民の皆さんの日々の安全・安心のため、救急医薬品とＡＥＤ
の設置を進めてまいります。

４・５・６月に参加していただいた学校

神戸市立丸山中学校
神戸市立こうべ小学校
学校法人和弘学園塩谷幼稚園
西宮市立東山台小学校
神戸市立岩岡小学校
神戸市立御影小学校
宝塚市立南ひばりガ丘中学校
神戸市立千鳥が丘小学校
神戸市立西須磨小学校
丹波市立氷上中学校
神戸市立太山寺小学校
宝塚市逆瀬台小学校
神戸市立港島小学校
神戸市立有野中学校
三木市立三木東中学校
神戸市立春日野小学校

神戸市立大沢中学校
神戸市立広陵中学校
神戸市立つつじが丘小学校
神戸市立本山南小学校
神戸市立鵯台中学校
神戸市立桜の宮中学校
淡路市立山田小学校
淡路市立富島小学校
淡路市立多賀小学校
神戸市立高倉台小学校
安井幼稚園
神戸市立桃山台中学校
宝塚市立西谷小学校
神戸市立渚中学校
篠山市立八上小学校

● 健康・安全（ＡＥＤを使った心肺蘇生等）


